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11, 研究目標 

一人一人の子どもが ，個性を伸長し 主体的に活動 

でき，共に認め 合えるよりよい 学級活動の発達を 育 

成する。 

Ⅱ，研究仮説 

], 基本仮説 

学級活動において ，一人一人の 興味・関心やお 互い 

  活動の発達段階における 子どもの気付きや 興味， 

  
仮説   3 

  

た   「   -   場 - 丁モ 設定ることで 学級内における 好   、 ショートホームルー 目で，友達のよさを 発見し 
ましい信頼関係が ，育成できるであ ろう。 

のよさを認め 合う場を創意工夫することにより ， 意 仮説 4   
欲 的に活動し信頼関係を 育むことができ ，主体的に   話 合い活動での 自己評価 カ 一束、 ( 太陽カード ) を 
取り組む学級活動となるであ ろう。 作りどんな所が 良かったのめ 寸也力 けてもらったか せ 

2, 作業仮説 をまとめ・ 穏 理すると，自分の 良さに気付き 生か 
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ⅠⅠ 学級活動の構造図 

学級活動を内面的にプラスの 方向に高めていくのが ，よさの視点からの 心理機能と位置づけた。 一 """"""" 
を 図り．健全な 生活態度の育成に 資する活動を 行 う     学級を単位として・ 学級や学校の 生活目ユ 引 

  
学級活動 (2) 
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2, 自発的・自治的な 集団づくり 
(1) 学級活動の意義や 進め方をみんなで 共有し，見通し 花持たせ目的意識を 高める。 

学級活動ノート 作成 

学級活動の意義 

学級活動の内容 

し 楽 く ，よりよ い 学級にするためにみ 
んなで協力して 活動する時間 

A, 話し合い活動 B, 係 活動 C, 集会活動   
    

  

"" 。 " 。 """ 。 に   口 
題材集め う 議題の決定づ 司会バループの 打ち合わせ つ 請 合いの予告 

( 議題 箱 設置 ) ( 計画委員 )  ( 司会バループ 我 輪番制 表 ) ( 明ノ 帰りの会 ) 
  Ⅰ   * 活動に対する 個人ロ 標 と集団目標を 決める 

話 合 い 
A, 話し合い活動 B, 係 活動 C, 集会活動 

夫 活動に対する 個人日 標 と集団目標を 決める 百 ネームブレート 磁石による意志表示確認。 
六話合 い のまとめ 方 。 ( 統合的にまとめることができるのは ，整理する ) 
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(2) 活動に計画性をもたす 手だて 

①学級全員が 司会田に人 り ，司会，副司会，記録 

( 黒板・ノート ) の構成で，男女の 人数をバランス 

よく考えて五つか 六つぐらいのグループに 編成する。 

②前もってそれそれの 役割について 話し合い，司会 

団の編成バループ 表を張り出し 子ども一人一人が 付 

せん紙に名前を 書いて，期月までに 自分のやりたい 

係りや入りたいグループに 貼り編成を行う。 

③今後の字 級 活動における 内容を知らせる。 活動順 

番は，それそれの 司会同に任す。 (1 回り再編成 ) 
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①学級活動において ，実践への課題意識や 目的意識 

を高めるために 集団の目標と 個人の目標をもたせて 

話 合い活動を進める。 

② め あ てカードを持ち「自分なりのめあ て」に向 

かって努力できる 手がかりとして ，事後活動におい 

て，充実感や 次の活動意欲と 自信を味ねえるように 

支援する。 

一 3 一 39 



  

3,  僧と 集団の弗 嬢 

(1) 学級集団の発達段階 

ていくために ，どんな事をしなければならないか 

学校生活でよりよい 生活を築くた 

①第一段階から 第 

二段階で，集団活 

  動 のべ 一 ス ができ 

第四段階において 

一人一人の主体的 

な学級活動の 実践 

が行える。 

②教師は，各段階に 

おいて児童が 日 標 

に対して絶えず 意 

識 化できるように + ノ   

振り返りカードや 

声かけを行う。 

図 3 

(2) 個の活動における 発達段階 

） 

40 
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課題に対してそれぞれ 個人の興味・ 関心から集団 動 できない場を 考える。 そこから発展して ，学級 や 

ができ，お互いの 考えや問題解決方法によって 集団 学校全体にもよりよい 影響を与えるようにする。 活 

か 形成されていくと 考える。 その集団の中で 課題に 動の過程において ，児童がお互いによりよい 活動と 

対して，自ら 考え，判断，行動し 生き生きと意欲的 は，どんな事か 教師とともにイメージし ， 話し合う 

に 活動する。 活動の過程において ， 気 づきや認めあ 雰囲気の場がなければ 一人一人が主体的に 活動でき 

い か生まれ，自分の 居場所や活動に 対する意義や 喜 る 学級活動は ， 生まれてこなひと 考える。 

びを知りロ口実現を 目指すようになると ，一人一人 そこで，教師の 支援として，一人一人の 児童の興 

か 主体的活動ができるようになる。 味 ・関心， 気 づきから次に 何をやりたいのか ，やる 

そこでは，友達からの 影響で自分を 変えることか べきかを見つめさせる。 そして，次の 段階へ思考す 

あ ると同時に，友達を 変えさせたりして ，集団全体 る 「 場 」などのタ イ ミンクを計ることにより ，一人 

の 性質にも大きな 影響を与えるのが ，一人一人が 主 - 人が主体的に 受けとめ活動できる 学級活動へとっ 

体 的に活動できる 学級活動のあ り方であ る。 なげる。 その活動の過程ににおいて ，楽しみや期待 

そしてその活動は ， 次のよりよい 活動へとつなが の「 場 」からお互いか 認め合う「 場 」やうれしさが 

るために，新しい 課題が個人に 戻され，らせん 上に 生まれる「 場 」に高めていく。 活動を共有し 充実感 

発達することで 自主的，実践的活動か 展開される。 を 味わうことで ，次へのよりよい 集団活動へと 発展 

する。 そのような集団において ，練り合 いや 積み重 

(3) 教師の指導 ( 楽しみの場から 喜 び の場   ね により，学級や 学校・地域と 視野が広がり ，その 

よりよい集団活動から 社会性 ) 体験で，社会性や 人間性を培い 生きる力を育む 事に 

作られた場だけではなく ，児童の興味・ 関心，気 も結びついていくと 考える。 

づきを大切にし ，児童が日 ら 考え，行動しないと 活 

教師の支援 受け身的 
学級活動 

集団活動・児童 

・児童の興味・ 関心 
  よさの視点 

・ヨ % ミ しさ・ 期 平手 

・自己決定 
からの信頼 ・共通課題 

関係を築く。 
・自由な発想の 場 

・個の発達 ・様々な問題解決策 

・自己理解 ・集団の発達 ，実践化の意欲と 見通し 

・相互理解 ( それぞれの表現 
; 平ィ面 

うれしさ 

図 5 研究の構造図 

一 5  一一 

  

41 



4. プラス思考を 育成するよさの 視点からの信頼関係 

(1) よさの認め合 い ，プラス思考   人や集団の心理 笘 能を高める手だて 
  
  

 
 

 
 

(  個人 
( 自己理解 ) 

  他者との関わりを 持ち子どもは ，学校社会で 学び成長する。 そのなか 
で自己理解が 生まれる。 よさを視点とした 関わりで，自信を 持ちより 
一層その児童のプラスの 持ち味 ( 個性 ) が発揮され自己実現に 向けた 
居場所ができる。 

( 他者理解 ) 

  自分とは違 う 価値観や考え 方があ ることを否定するのではなく ，事実 
として認め合事ができる。 

( 相互理解 ) 

・自分とは違 う ものを友達のよさとして ，自分のなかに 取り入れプラス 
思考の認め合 う 態度や心情をもっことができる。 

( 集団 ) 

( 学級のよさの 確認 ) 

，学級の活動を 通して，学級の 成員間で存在感を 体感し合 い ，所属する 
学級の向」こを 考えあ える。 
  個人の充実感や 共同で課題解決を 行ったことへの 集団活動に対するよ 

さを体験する。 集団心理機能の 高まり                                             

( 経験の再構築 ) 

，経験が再構築でき 新たな場面・ 活動で生かし 合お う とする。 
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(3) よさを認め合 う 「 場 」の工夫 

①ショートホームルーム ( 帰りの会 ) 
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口
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君 ・さんへ タ 早き 

あ りがと う 。 すごい ! 

 
 

よ り 

。 D@ @Bim@ ww ， h ，・ BISBB   

  

* ハッピ ー イパースデイ 2 0 歳 ! での役割 

・活動を振り 返りカードにより 再認識させる。 
7% h ガ 

古昔今日の活動は ，どうでしたが ， 
活動を通しての 。 。   をさせ， 

よくできた まあ まできた うまくてきなかった 
実感にっなげる。 

このような自己評価によって ，自分の学 びに * 感想 ( 自分が良かつた 事 ，がんばったこと・ 助かった 事 ) 

対する自信を 深め ， 新たな課題に 対する意欲 や 

工夫が生まれて 来ると考える。 

(3) 客観的児童理解の 方法と活用 

① く ソシオメトリーノ 

集団の関係構造への〒・だて 

あ ，ソシ オ メトリ一による 量的測定の活用により 児 。 い， 様々な集団活動や 直接体験を行った 後，子ども 

童 間の集団における 関係構造を分析する。 一人一人の人間関係がどう 変わってどのように 

指導して い くかのかの 1 っ の手がかりとする。 

② く アンケートノ 

  - 人一人の学級集団に 対する意識の 実態を把握する。 
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V  研究の実践 

Ⅰ 指導計画 

孝女 木 斗 

持満 ・ 学級活動 

裁量の時間 

特活 ・ 学級活動 

  

昼休み時間 

動
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図 ; 「・ ・国語 

特活 ・ 学級活動 

同 語 

月 日 

4, 3 0 

5, 1 3 

5, 1 4 

5, 2 0 

5, 2 5 

5, 2 7 

6, 3 

  6, 8 

  

 
 

る
 

明
す
 

る
説
 

す
 る
 

 
 

日
大
の
を
 
ら
 

 
 

 
 
学
 
出
っ
 
、
 
」
 

明
 
説
 
と
 
置
 

 
 

 
 

 
 

初
 値
 

 
 
  アンケート   的 l 上 f 

  ソシオメ ッ リク・テス ，学級活動の 意義と話し合い 活 

動の進め方，聞き ガ， 話し方 
・話し合い活動の 仕方     司会バループの 役割分担と話し 1 

級
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自分達で守れる 目標を立てる。 
・代表委員からの 連絡   2 0 周年を迎えてよりよし ) 校風 
(2 0 周年のテーマ 決め ) を 築く心情を育てる。 
  21, 先輩の心を受け 継いで ・自分達の字 校 を見つめる。 どん 
よ よい エ虫 なとこ がよいのか 

  前の話合い活動の 振り返り。 
  計画委員との 話し合い   司会バループの 役割分担と話 合 

い " の " め 

  一人 - 人が主役になるように 臼 
・話し合い活動 分 のそりたいことを 決め，みん 
( ハッピバースディ 二十蔵 なで ハタチ の会を祝おう。 
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ハタチ ・自分のやってきた 活動を自信を 
ながら   公 達の     口       る   

  ハッピーバースデイ 二十歳 もって発表する。 

・ほかの発表のよい 所を認めなが   

・ハッピーバースデイ 二十歳 ・これまでの 活動を振り返り 作文 
の 活動を振り返って をかく。 ( よさの視点から ) 

  

  、 ノ 

2  検証授業 

せ 

  

平成 1 1 年 6 月 8 日 ( 火 ) 2 校 時 

港 Ⅱ l Ⅱ、 学校 6 年 2 組 男子 2 0 名女子 1 7 名 

授業者 崎山 桐一郎 

｜ 題材 名 「ハッピーバースデイ 2 0 歳 f 」 

( 学校創立 2 0 周年 )  ひタチ ) 

2, 本 時のねら れ 

  一人一人かⅡ分の 出番を作り ， 進んで活動しよう。 

  友達や自分のよさを 兄 つけ認め合おう。 

  
      おゅ 群， ;     

  
    

  

  

    
          

44 一 8 一 



3, 題材設定の㍼ 

ハ 

学級編成 替 後，間もない 時期に行われる 集会活動であ る。 学級目標も自分達で 決め ， お互いが気心を 知り 

合った 頃 ，よりよい集団作り ( 学級作り ) を目指した楽しく 充実した学級集会を 体験させたいと 考えた。 

そこで，一人一人が 自分のやりたい 課題に取り組み ，活躍する場を 設定し ， 互いによさの 視点から認め 合 

うことで，仲良しグループの 中の認め合いだけでなく ，学級全体に 広がるよりよい 人間関係が生まれ 相互 理 

解が 築かれるよ う にしたいと考え 本題材を設定した。 

4,  児童の実態 

ソシオ メトリ一の構造 マ トリタスから 

(1) 男子の第 1 グループは 1 0 名という大きな ド位 集団になっている。 

グ 

(2) 女子の下位集団がきれいに 4 つに分かれている。 しかも相互選択でより 強い結びつきとなっている。 

また，第 3 と第 4 グループの下位集団は ， 互いに意識していることもなく 交流の場 か 必要であ る。 

(3) 周辺 児 ( 男子 2 名・女子 1 名 ) が 3 名いる。 選択されない 理由としては ，悪口を言う ，自分勝手等が 

あ げられていた。 また，孤立 児 が男子 2 名いる。 

質問紙 ( アンケート ) から ( そう思わない・ふつう・とてもそう 居、 う ) 
  

(1) 男女体よしですかの 質問に対して ，そ う 思わない・ふ つ うが 34 名もいてまたとけ 込んでいない 様子 

がうかがえる。 

(2) 学級の雰囲気に 関する質問にたいしては ，学級の約 3 分の 2 の児童がいい 方向 ( とてそ うは、 ぅ ) とい 

う 回答をしていた。 

(3) 学級集団が個人に 対して親切な 雰囲気であ るかの質問では ，とてもそう 思、 ぅか 1 1 名に対して個人 

( 本人 ) が学級集団に 対して親切にしているは ， 5 名になっている。 個々の信頼関係を 築かせる場作りが 

必要だと考える。 

  これまでの事前活動から 考えると一人一人は ，とても前向きな 姿勢で活動するが 全体での場での 発言や 

発表では，特定の 児童の他は，いい 考えを持っていても 表現することにためらいかちであ る。 

レ今ぃ @ %@ 活動における 課題選択 ( 価値選択能力 ) の場面では，内容より 仲のよい友達に 合わす児童が ， 

数名見られた。 

  クラスの全体の 雰囲気は，とても 素直な感じがする。 その素直さを 人事によりよい 活動や考えを 育んで 

いきたい。 
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6, 不時     の 展開 

め
 

Ⅱ
 
分
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開
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一
ま
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導
入
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分
一
 

一
一
 

  

  

  

  

  

子     の       ぬ 

  「ハッピーバースデイ 2 0 

の会を始める。 

1, はじめの言葉 

2 

( よ 

3 

先生の話 

  さの視点からの 評価の記 

( 相互評価 ) 

， 2 0 歳の歌 

4
 

  

5
 

  

学級 のテ一 マ 発表 

それぞれの シ
 
/ ポル マ一 

▼
 一
 

  

  

ン
 
ノ
 
セ
 
プ
 
カ
 

ム
 

ム
 
イ
 

 
 グ
タ
 

7
 

6
 

8 先生の話 

( よさの視点からの 評価の記   
 
 

自己評価 ) 

  葉
る
 

高
 
じ
 

の
閉
 

り
を
 

セ
 リ
ム
 ム
 

冬
へ
 

小
小
 

み
 

9
 

Ⅱ評価 
  一人一人が 自分の出 番を 

獅 の 瑚 
歳 」   この会のねらい 

を確認する。 

  相互評価カード 

を配る。 

。 入 ) 

  司会が会をスム 

ーズに進められ 

るようにする。 

- ク ・発表者が発表し 

やすいように 共 

感的に見て声か 

けをする。 

・短くそれそれの 

よかったことを 

ィ 云えこれまでの 

活動を振り返る 

  自己吉平価カード 

八 ) を 書かす。 

  相互評価の発表 

「一人一人が 認め合 

に 進化してほしい 

業 してきました。 」 

作り ， 進んで 活 

友達 や 自分のよさを 見つけ認め合うこと 

動で 

がで 観察 法 ，自己評価 カ一 @ 相互評価カード。 

り
 
振
 
を
 
動
 
活
 

道
下
 
の
 

 
 古

手
 
 
 

g
 

  自己 宇卍面 カードの 

っ
表
 

遅
発
 

@
 
書
 
を
 

ィ
年
女
 

の
 て
 
 
  
 

  

きた 

きた 

か   

か   

 
 

 
 
断
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上
廿
身
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%
 て
屯
 
）
が
 
考
し
 

・友達の活動 

きちんとまと 

られたか。 

( 基礎，基本 

いよりよい学 

という願いで 

とまとめ伝え 

級
授
王
 

一
 
を
め
）
 

一
目
え
て
つ
を
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）
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3  本実践の 毒 まと 桂果 

(1) 考察 

発表の時の子ども 達の姿は，友達の 発表を真剣な 

眼差しで見て 聞いて共感し ，自分の発表の 時は程 良 

い 緊張感をもって 精一杯に頑張って 発表していた。 

事前活動では ，どの子も意欲的に 取り組み休み 時 

問や放課後までグループのみんなが 残り作品を丁寧 

に仕上げていた。 そのため，作品一つ 一つぼその子 

やグループの 思いや願いが 込められ工夫されていた。 

話し合い活動の 中で生活科にあ るようなお店を 開 

ナ （ いてクッキー な 作りたいと最後まで 譲らなかった 子 
が ，テーマのバループに 入り，クッキ 一の上に テ一 

マの 文字を入れてみんなに 配っていた。 

自分達のイメージどおりにはいかない 課題にたい 

しては，専科の 先生にお願いして 教えてもらい 作品 

を 完成させていた。 

一人一人が役割を 分担し互いに 協力し合い，自分 

達の力 で「二十歳の 会」を成功させたことが ，自分自 

身の充実感や 学級や学校に 対する所属感が 高まった 

とは、 う 。 このような体験が ，自信や活動意欲となり 

次へのよりよい 集団活動へとつながると 考える。 

  戸 

(2) 結果 事後活動 ( 児童の作文から 抜粋 ) 

，ド 第一・   ・発表でぼて は ，シンボルアークを 持っ 

だけだったけど ，とても緊張しました。 発表 

が終ねるとまだ 少し緊張していたけど ，苦労 

してシンポルマークを 作っていたので ，発表 

がちやんとできたので ，良かったと 思いまし 

た。 二十歳の会 は ，緊張していたけど 楽しか 

フ たですり 

， A 勇 一，，，テーマ は ， 「ハッピーパースデ 一二 

十歳未来へ何かって ワ ッツゴ ー / だった。 

そして給食時 荷仁は ，テーマの文字入りの ク 

ッ キ ー まで配ってぐれた。 とうめあ りがとう。 

  

W ざん 一 ・ ， ，この日がまちど う しかったです。   

・・「荷いてぐれるだろうか デ 

歌ってぐれるだ るか 9 」 

この気持ちで 不安でした。 ， ・， 

クラスのみんなや 先生方 は ，拍手をしてぐ 

れました。 とてもうれしい 気持ちになりま 

した。 

「二十歳の会Ⅰってい い なうみんなの 

心がひとつになったような 気がしましを。 

私が多分 20 才になったら ，夢を追いかけ 

ていると， 思 います。 

は やぐ 2 0 才になりたい る 。 
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教師の観察 法 による評価 

歌
 
テ
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マ
 

シ
ン
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ゲ
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ム
 

 
 

4
 パ
パ
パ
パ
Ⅵ
Ⅱ
 
8
 は
 5
 Ⅱ
 
 
 

1
 
 

3
 

・事前，当日の 活動の様子 

話し合いのまとめやくを 最後までやる 

歌を楽しく大きな 声で歌った。 

作曲を中心になってやっていた 

作詞を中心になってやっていた 

ダビンバ操作 ( 機械 ) を扱っていた 

くす玉作りを 一生懸命にやる。 割る役 

クッキ ー を作りチョコでテーマをかく 

全体の仕事を 責任をもって 仕上げ 

くす玉作りを 創意工夫して 仕上げた 

テーマの発表をおこなった 

全体の話合いをまとめた 

くす 玉 設置やテーマ 書きをした 

司会の役を落ち 着いてこなした 原稿 準 

羽ばたくイメージを 人事に作品を 作る 

楽しく意欲的に 作品作りをしていた 

思いを込めて 作品を仕上げていた 

発表の練習を 何度もやりきちんと 発表 

工夫しながら 思いを込め作品が 仕上る 

友情，愛情，感情のキャラクタ 一作る 

男女差別なく 詩合いをまとめ 作品作る 

? 中綿 を イメージした ィ乍 R" をつくる 
2 0 周年をイメージ ，大きな声で 発表 

ウルトラマン ，安心や勇気を 与える 

発表の練習を 何度もやりきちんと 発表 

7 人の作品を合わせ 2 0 周年の数字を 

責任をもって 作品作りをする 

工夫して落ちつき 発表する 
    

活動に意欲的に 取り組む 

グループの活動の 中心となる 

楽しく活動に 参加する 

ゲームの準備をしっかりやった 

自分の役割を 考えてやってる 

活動の中心となり 本を借りてきて 計画 

ゲームの説明をわかりやすく 行う 

 
 

11    活動の中心，わかりやすく 意義を説明 

18 1 カプセルを工夫して 作る，説明 表 ， 
19 1 始め意欲的に 活動。 助け合いな知る 

  

子どもの自己評価 

    
( Ⅱ y チ ) 

* ハ ツヒ一 パーステイ 20 俺 f での役 沖 

(  乎矢   

百六号日の店向 は ．どうでし ほガ 。 

よくで さ まあ まで古な うまくて されガっ珪 

* 接屈 ( 目付 ガ 8 オ っ厄里   ガ九は っ 屯 こと   由 打ったⅠ ) 

    田ばⅠ   描 衰老諸 %. ブボ Ⅱ 丑 Ⅱ・．慈も． ぢ ま て                                       

    

）
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  臣     付人 棺 ． 楽 ，． 比だ 億な ユ ． ゐ、   た 。                                                                                 
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ハ 

戸 

。 キ 万力 - ド な   2% 、 m 名 "  り 
ダル -7 名 名 門 よかった @ ころ・ ご @; と・発見 

玉堤 あ ずさ ( 才を臼いての 牡姐 )   

フレン 十良の 金扱あ よどりかの 千円空 りさ ㌔ よ 、 4 、 、 と穏 こんな 「 寄穴フく束た 方 "  " 
はズ l % 再現神 l 
  比 品名 l ( テーマ先妻への 牡建 )   

  

 
 

  

  

  

  

  

  

宮 千 百奈美 
宮 接 子ま子 

預牡 條 理子 

石垣 柏接 

石川 再妃 

土地 主命 

0 秦は まみ 
Ⅰ 珪 コ 門 

平旦 億ま 
肛鵠 友 赤卒 

0 全九色 圭 
Ⅰ 卑括提笘 
Ⅰ 11] 名 抽悔 
Ⅰ 章 "" 穣黄 
其屋 角大 
三 % 年立 山 
も 川 一久   
上地 堤 活 
再廿吉 拒 

すこ 。 し l 千 一之を汗に 

っくえたなⅡ % 安・、 仁 
( 、 ，ンホ， 。 マークへの田先 j 

0  え力 『すこくち襄 

が ，た ・ 

  
ィ 図八Ⅰ田人で 本 ， 

仏 。 Ⅰ ら してす こ 。 お 、 ， 

仁 - @  ゥ 
又吉 安克 
比臣 m 甘 ( ケ - 々 への 妊妊 ) 

  
                        択 ' しガ，た 

  
一一 Ⅰ・ す " 

  王笘 大専 

砂川 仮之桶 

月 咬ま良尚 ( タイムカプセル 企自 の 雙旭 ) 
  タイムカプセ 莱社 征苦 

  荻訳 乾也 700@Z. 年づ " チぢ じ，う 
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価
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  平糠 官官 % ま㌔ 北 ㍗ モド + し 何 % 。 
  

  石 Ⅲ 支配   新粧 石垣和史 は 仮子 しリ が い よ しな 甘ャ 4 年 こ 。 
圭良 まみ いン ンボルマークへの 丘 迫 ) 

  た田 岡 
平良 ま 美 舌 ' モ しろ "  マ一Ⅰ 

  Ⅰ武 左金 た ， ・ り ・せ %, 十こ 。 
  

  

  

  

  
  

  

  

  

目ほ 美田 

知名 格祢 

"" 比 。 " 
呉 a 実大 

玉梓Ⅰ達也 

石川 一久 

花托 巨億 
上地 Ⅰ 藩 

真 育ま 、 臆 

又吉 丁克 

比 E 和文 
山旺 耳央 

再拍 片平 

宜憶 裕ヰ 

下雙 化人 

三 % 大石 

一， 。 えに 笘 んな、 : 患 
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ゆ川 戸Ⅰ 

月埋箆 B 両 ( タイムカプセル 全山の 鰯妃 ) 

  ㌃。 ヵプ 。 薬業 姦 母 材， 甜 てしこ二時、 耳んな 
せう中わ尹 Ⅱるが 十 Ⅰ 

れ、 のし丹下。 40 

童が ， 7 月になると孤立炉。 として浮かんでいる。 

原因として自己中心的，すぐケンカするなどの 型 

客観的児童理解くソシオメトリーノ 

全体として 

女子は ， 4 つの・ ド他 集団から 2 つの下位集団に ， 

男子は 3 つの下位集団から 2 つの - ド位 集団と変化し 

ている。 このことは，学級の 各集団 が 大きな集団 へ 虫 が書かれており ，今後感情面に 配慮した個別指導 

とかたまりつつあ る。 その過程の中で ，まだとけ込 

めない児童が ，周辺 児 として現れてきている。 

抽出 児 

4 Ⅱは，周辺 児 ， ド位 集団に入っていた 2 人の児 

が 必要であ る。 

また， 4 月に孤立 児が 2 人いたが， 2 名の児童 は， 

- ド位 集団に属したり 周辺 児 になり集団と 好ましい関 

係を築き始めている。 

  @ 湖卸       
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批
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下
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"
 

  

   
 
 
 

 
 l%4% ヰ男 qnm 肋 v* 女竹雄 は 々  ォ ぬ女文 サ吋わり玉 Ⅰ 円叫 男                                           主 l 
  3 田 l ① 穏 ちぢぬ 五朗Ⅱ ㏄ 
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アンケート (4 月 30 日， 7 月 1 6 日実施 ) 
1, あ なたのクラスは・ 楽しいですか。 

思わない 普通 そ う 居、 ぅ 
4 月 O 13 24   

7 月   1 6 20 

 
 ｜ i 

                        -.@" 禰         
l 
    

人数 
 
 
 
 

2, あ なたのクラスは。 男女仲良しですか。     
  

-
 
つ
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ひ
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3
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7
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7
7
 

 
 
@
 
ヰ
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田
ひ
，
 月

月
 

4
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人数 ]5 

10   
  

  

3, あ なたのクラスのひとたちは 助けあ っていると思いますか。 
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7
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4, あ なたのクラスの 人たちは・みんなあ なたに 
親切ですか。 

  旧、 れない l 普通 l そ う思 5 l 

廿
 
l
 
0
 

 
 4

3
 

2
2
 

2
4
 月

月
 

4
7
 

人数 

            

） 

  

 
 
㌧ " 
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ハ 

戸 

5, あ なたは・クラスの 人 みんなに親切 
ですか。 
思、 れない 普通 そ う 居、 ぅ 

4 月 3 29 5 

7 月 4 30 3 

｜ 
25 

20 

人数 ]5 

    

    
          
思、 れない 笹通 そう思う 

話
 
-
 目
 

 
 軽
 

片
刃
 

も
 
で
 
な
ん
 

 
 
 
 

  達
 
友
 
の
 
ス
 
ラ
 
ウ
 
ま
、
 。
 

 
 （
 
ム
 

6
 

    

居 、 れない 普通 そ う居 、 う 25       
4 月 3 1 9 Ⅰ 5 20 

フ月 4 Ⅰ 2 21 15 

人数 
Ⅰ 0 

  

  

  

  
  
仁 ■ --- 4 7 月 月   l   
  

    

7, クラスの一人一人が ，いいところを 持っているとおもいますか。 

      

居 、 れない 普通 そう思 う     
4 月 0 1 1 26 

フ月 0 9 28 
人数 ]5 

全体として 個人として 

初めは烏合の 衆であ った集団か ， いろいろな体験 学級集団にまたとけ 込めない児童 か 2 名いて， 今 

や 話し合いの中で 問 6 友達になんでも 気軽に話せま 後 個別指導を粘り 強く支援していく 必要かあ る。 又 ， 

すかの増加 か 見られる。 これは，学級での 話し合う 4 名の児童は， 4 月でのアンケートでは ，学級集団 

雰囲気かできていると 考える。 又 学級集団に楽しさ になじむのは ，時制かかかると 思っていたかうまく 

を 求めている児童 か 増えているのは ，どんな楽しさ とけ込んでいる。 4 ゑ ・に共通することは ，内気な面 

を求めているのか 児輩と一緒に 話し合っていきたい。 かあ る。 しかしいろいろな 活動や体験の 中で友達と 

要因として， 問         5 を見ると協力はできるか ， 関わり充実感や 他者理解を通して 外に対して安心し 

助け合いの行動か 学級全体に浸透してないように 居、 て 7 千 動 できるようになったと 考える。 

，ヌ えむ 。 

クラスの一人一人かいところを 持っている 問 7, か 

増加している。 これは，それぞれかよさを 認める視 

点か学級に生まれていると 考える。 
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VI 研究の成果と 計 題 
]. 研究の片栗 

本実践では，一人一人の 主体性を中心に 活動させ 
るために，個々の 興味・関心や 気づきから活動を 展 
開してきた。 その 為 ，活動意欲が 高まり課題解決の 
過程を通して ，話し合いや 表現を練り上げる 活動が 
できた。 また、 常によさの視点からいろいろな 事に 
利して、 認め合える手だてを 行った。 

集団活動において ，ややもすれば 集団全体の成果 
が優先された 場合，個人は 集団の中にに 埋もれてし 
まうが， 本 実践では，個人の 主体性から生まれた 自 
主性が伸び，その 力の結集が，集団の 自主的・主体 
的な活動になったと 考える。 それぞれのよさを 見つ 
け認めぬうことで ，個人や集団としての 心理機能が， 
プラスの方向に 高まり信頼関係も 育んでいる。 

(1) 自治的・自発的活動を 図るということ 

( 作業仮説 1 ) 

  事前段階における 十分な共通理解と 課題意識を高 

めることかできた。 その内容として ，話し合いの 

意義や基本的な 話し合いの仕方をみんなで 共通理 

解することで ，活動の見通しができた。 司会田 を 

( 計画委員会 ) 輪番制にすることで 一人 - 人が， 

自分の役割 に 対してリーダーシップがとれた。 

集団目標と個人の 活動目標を持つことで 計画的， 

意欲的に活動でき 自己評価も適切に 行えた。 

このように事前段階における 十分な共通理解 ヒ 

課題意識を高めることが 大切であ ると考える。 

(2) 個 と集団の充実と 向上を図るということ 

( 作業仮説 2) 
  個人の興味・ 関心から課題解決を 進めた 為 活動か 

活発化され創意工夫されていた。 個々が ， 思いや 

願 い をこめ発表し 活動に対して 充実感や達成感を 

昧わい自信も 生まれ，集団活動としても 主体性を 

M, すことができた。 

その自信から 自分達のやった 活動を代表委員会 

に提案し，学級から 学校へと広がりよりよい 学 校 

生活作りに 結ぴ つけた。 

(3) よさを認め合う 信頼関係の育成について 
( 作巣 仮説 3. 4) 

・） 

、 / 

まだ，人間関係が 十分できていない 状況の中で， 

当面する活動目標の 実現のために 一致協力して 取り 

組めた。 

一人 - 人の役割を実現するために 練り合ひの中 か 

ら 工夫や努力が 生まれ，その 活動を通してお 互いの 

よさを知り発見できた。 そのことは，よさの 視点か 

ら 友達との関わりを 通して自己理解へとなり 相互 理 

解 ができ，集団の 中で成長することができた。 

活動のほとんどを 子どもたちの 主体的な活動に 任 

せるようにした 為 ， 「この会」を 成功させようとす 

る 思いや願いが 活動意欲を高揚させた。 

また，帰りの 会において 1 Ⅱのうちで友達のよか 

った点や助かったことに 関して発表しカードに 記録 

して個々のポストに 残した。 その 為， [@ 々 の生活の 

中でよさを見つけ 認め合うプラス 思考が身について 

きたと考える。 活動の中でも 短時間で気づけるよう 

になってきた。 

このようにして ，徐々に信頼関係を 育て築いてい 

る。 

2. 与仮 の 詰題 

(1) よさを認め合い 協力することは 深まった。 今 

後は，相手の 立場を認めるたけでなく ，相手の立 

場になって -. 緒に考え，一緒に 行動できる助け 合 

いの実践 力 をもった児童に 高めていきたい。 

(2) 話し合い活動の 題材をもっと 身近かな生活か 

らも題材にして ，日常生活にも 生かしていきた い 。 

8. お れり に 

研究を進めるにあ ったてイメージとして 頭にはあ 

るが，具体的に 表現することかなかなかできなかっ 

た。 今まで勉強不足たったことをつくづく 思い知ら 

52 一 16  一 



  

" 一 
  
雙 

された。 しかしながら ，研究所のみなさんが ，教え 

てくれたり応援してもられ ，日々充実した ，研修と 

なりました。 

研修の機会を 与えて下さいました ，浦添市教育委 

員会及び関係機関の 皆様，並びに 宮里 政 和校長先生 

をはじめ溝川小学校の 先生方，に深く 感謝申し上げ 

ます。 

最後になりましたが ，研究を進めるにあ たり， ホ 

- ま に親身になって 御 指導くたさりました 新城所長， 

池 Ⅲ係長， 与 古田指導主事，同期の 研究員の先生方 

に厚くお礼申し 上げます。 
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